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社会科・地理歴史科・公民科の学習過程には、主に、課題把握（つかむ）の場

面、課題追究（調べる）の場面、課題解決（まとめる）の場面、振り返りの場面

がある。それぞれの場面における学習活動の概要を以下に示す。 

【課題把握（つかむ）の場面】 
 ・社会的事象に出会い、気付きや疑問から課題をつかむ。 
 ・課題についての予想や仮説を立てたり、調査方法や追究方法を吟味し学習

計画を立てたりすることで、課題解決の見通しをもつ。 
【課題追究（調べる）の場面】 
 ・観察や調査、資料の活用、他者との情報交換などを通して、予想や仮説の検

証に向けて調べる。 
 ・課題について多面的・多角的に考え、社会的事象の意味や意義、特色や相互

の関連について考察したり、将来の社会を構想したりする。 
【課題解決（まとめる）の場面】 
 ・考察したことや構想したことをまとめる。 
【振り返りの場面】 

・自分の調べ方や学び方、結果を振り返る。 
 
 

社会科・地理歴史科・公民科において、「主体的な学び」を実現するためには、

例えば次のような子どもの姿が見られるように、教師が手立てを講じることが

必要である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会科・地理歴史科・公民科 

「なぜ～なのだろう」、「どのように～なのだろう」などの課題を見いだしている 

興味や関心を高める 

疑問を感じることがで

きるように、相反する事

実に出会う場面を設定

する。 

変化の特徴に気付くこと

ができるように、グラフ

や表などの提示の仕方を

工夫する。 

現在の知識の不完全さ
に気付くことができる
ように、当該事象につい
て知っていることを確
認する。 

課題把握の場面で 

♦ 「相反する事実」として、例えば、米作りがさかんな地域にもかかわらず兼業農家や自
給的農家が増えている事実や、第一次世界大戦の反省から不戦や国際協調の動きがあった
にもかかわらず、第二次世界大戦が起きてしまった事実などが挙げられる。 

社会科・地理歴史科・公民科における学習過程の例 

「主体的な学び」を実現するために 
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課題について予想したり、仮説を立てたりしている 

見通しをもつ 

予想や仮説を立てるために、既習内容

やこれまでの生活経験から得た知識や

身近な事例を想起できるように発問等

を工夫する。 

既習内容等を基にして予想や仮説を立

てることが困難な場合には、必要な情

報や資料を提示する。 

課題把握の場面で 

♦ 課題をつかませた後、直ちに調べるのではなく、既習内容や生活経験、身近な事例等を
基に、課題について予想させたり仮説を立てさせたりすることで、これからの学習に見通
しをもたせることが大切である。その際、予想や仮説の理由を問うなどの働きかけが重要
である。 

♦ 課題が自分の生活と深く関わるものであると認識させることは、「主体的な学び」を実現
するために重要である。そのために、自分の生活や身近な地域の中から課題をつかませた
り、地域に出向いて調べさせたりすることが考えられる。 

♦ 例えば、課題把握の場面で立てた予想や仮説と、課題解決の場面でまとめた自分の考え
を比較することは、課題解決までの学習過程を振り返るとともに、考えの深まりを実感す
ることにつながる。 

課題を自分の生活に関わるものとして捉えている 

自分と結び付ける 

自分の生活、身近な地域

の様子や身近な地域の

歴史を、課題把握のため

の素材とする。 

課題把握の場面で 課題追究の場面で 振り返りの場面で 

フィールドワークによ
る実地調査や、地域での
聞き取り調査などを通
して、調べる場面を設定
する。 

調べて分かったことや
考えたことを、自分の生
活にどのように生かす
ことができるかを考え
るように投げかける。 

振り返りの場面で 

自分の学びを振り返り、手応えや疑問を感じている 

振り返って次につなげる 

自分の考えの深まりを
実感できるように、課題
についての予想や仮説
と自分のまとめを比較
するように投げかける。 

新たに疑問に思ったこ
と等について、その解決
に向けて追究する方法
を考える場面を設定す
る。 

調べ方、学び方を振り返

り、効果的だった点や改

善点を考えるように投

げかける。 

振り返りの場面で 
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社会科・地理歴史科・公民科において、「対話的な学び」を実現するためには、

例えば次のような子どもの姿が見られるように、教師が手立てを講じることが

必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○○の場面で 

集めた情報から考えられることを言葉で表している 

思考を表現に置き換える 

課題追究の場面で 

集めた情報を基に、「分かること」と「考

えたこと」を区別して記述できるよう

に、ワークシートを工夫する。 

集めた複数の情報を矢印などでつな

ぎ、それを基に考えたことを書くな

どの活動を取り入れる。 

地域の人々への聞き取りを通して情報を収集している 

多様な情報を収集する 

課題把握の場面で 

普段当たり前と感じて
いることの中から課題
をつかむことができる
ように、自分の生活を振
り返る場面を設定する。 

課題追究の場面で 

身近な地域の様子や身

近な地域の歴史を、課題

を把握するための素材

とする。 

市役所、警察署、郷土資

料館などの公共施設や

地域の商業施設、工場等

との連携を図っておく。 

♦ 課題把握の場面で立てた予想や仮説を、調べることが可能なレベルにまで具体化し、調
べる方法や手順についても子どもに話し合わせることが大切である。 

♦ 地域の人々や実社会で働く人々との対話から情報を収集する活動は、社会科・地理歴史
科・公民科において特に重要なものである。地域の人に話を聞くことで課題が解決できた
という成功体験を重ねることで、地域の中で調べてみたいという意欲も高まっていく。効
果が期待できる単元において、計画的に実施することが重要である。 

♦ 諸資料から「分かること」と「考えたこと」を分けて記述させたり、複数の情報を関連
付けて、「つまり」何が言えるのかを考えさせたりする工夫が大切である。 

予想や仮説を検証するために必要な情報を収集している 

多様な情報を収集する 

情報を集められるレベ
ルまで予想や仮説を具
体化できるように、子ど
もが立てた初発の予想
や仮説に対して、問い返
しを工夫する。 

予想や仮説の検証のた

めの方法や手順を話し

合う場面を設ける。 

校外での聞き取り、書

籍、インターネット等、

多様な調査方法を想定

し、準備しておく。 

課題把握の場面で 課題追究の場面で 

「対話的な学び」を実現するために 
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自分の考えたことと他者の考えたことの共通点や相違点に気付いている 

互いの考えを比較する 

事前に子どもの反応を
予想し、多様な考えが出
されるように、課題の表
現の仕方を吟味する。 

自他の考えを比較する
際の視点を教師が示し
たり、子どもが決める場
面を設けたりする。 

自他の考えを比較し、共
通点や相違点に気付く
ことができるように、ワ
ークシートを工夫する。 

課題把握の場面で 課題追究の場面で 

♦ 一人一人が自分の考えを発言できるように、話合いの前に自分の考えをしっかりもたせ
る必要がある。その際、ワークシートに自分の考えやその理由を書く欄を設け、記述状況
を確認してから話合いに向かわせることが大切である。 

♦ 互いの考えを比較させる前提として、多様な考えを引き出す課題を設定することが大切
である。そのためには、事前に子どもの反応を予想し、課題の表現の仕方をよく吟味する
ことが必要である。 

課題に対して、グループの全員が納得できる考えを導き出している 

共に考えを創り上げる 

課題追究の場面で 

グループで出された考
えを、視覚的に分かりや
すく分類するために、付
箋、ベン図等の思考ツー
ルを活用する場面を設
ける。 

グループで出された多
様な考えの中から、共通
するものと共通しない
ものを見いだすように
投げかける。 

グループ内で、共通する
考えと共通しない考え
それぞれについて、その
根拠を吟味し、全員が納
得できるものかどうか
判断する場面を設ける。 

課題を解決するために、一人一人が自分の考えを出し合っている 

協働して課題解決する 

課題についての自分の
考えとその理由の両方
を記述できるように、ワ
ークシートを工夫する。 

グループ内の一人一人

が発言できるように、十

分な時間を確保する。 

グループで自分の考え
を発表する際、そう考え
た理由も併せて発表す
るよう指導する。 

課題把握の場面で 
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社会科・地理歴史科・公民科において、「深い学び」を実現するためには、例

えば次のような子どもの姿が見られるように、教師が手立てを講じることが必

要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題についてまとめた後に、新たな疑問を感じている 

思考して問い続ける 

課題についての自分の考えを書かせた

後、新たな問いにつながる資料を提示

することで、次の追究につなげる。 

課題解決の場面で 

新たに疑問に思ったこと等を出させ、

その解決に向けて追究する方法を考

える場面を設ける。 

振り返りの場面で 

課題を解決するために、既習事項を関連付けて話し合っている 

話合いの材料にするために、それぞれ

の時間の学習内容をまとめたものを

子どもに示す。 

話合いの材料にするために、それぞれ
の時間のまとめを蓄積することができ
るようにワークシートの構成を工夫す
る。 

知識・技能を活用する 

課題追究の場面で 

♦ 子どもが情報を集め、課題について考察する中で、教師が新たな視点からの資料を提示し、
子どもの思考に揺さぶりをかけることは、思考の深まりにつながる。 

♦ 課題についての自分の考えを書かせた後、新たな問いにつながる資料を提示し、次の課
題をつかませる。課題の解決が新たな問いを生むことで、思考して問い続ける子どもの姿
につながる。 

♦ それぞれの時間の学習内容をまとめたものを示す際、小･中学校段階では模造紙等を使用
して掲示すること、高等学校段階ではプリント等を配付することなどが考えられる。 
♦ 子どもがそれぞれの時間のまとめを蓄積するために、ポートフォリオを作成させること
も有効である。 

予想や仮説に反する結果に対して疑問
を感じさせるために、課題把握の場面
で立てた予想や仮説を意識しながら追
究するように投げかける。 

課題追究の場面で 

課題について考察する活動の途中で、

新たな視点からの資料を提示し、子ど

もの思考に揺さぶりをかける。 

課題について調べる過程の中で、新たな疑問を感じている 

思考して問い続ける 

「深い学び」を実現するために 
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既習事項を関連付けて、課題についての自分の考えをまとめている 

自分の考えを形成する 

課題解決の場面で 

既習事項を比較し、因果関係などで

関連付けることができるように、発

問やワークシートを工夫する。 

既習事項を基に帰納的に考えたり、根
拠や理由を明らかにしながら考えた
りした結果をまとめることができる
ように、発問やワークシートを工夫す
る。 

♦ 思考ツールの使用が効果的である。「比較」、「分類」、「関連付け」、「帰納的思考」や「理 
由付け」などに応じて、使用する思考ツールを選択する必要がある。なお、子どもが自ら思 
考ツールを選択し使用できるように育てていくことが肝要である。 

♦ 単元で学習した知識を関連付けて、社会的事象についての特色を概念的に理解させるた
めには、単元の初めに単元を貫く課題をつかませることが大切である。その際、学習した地
域、時代などの特色を理解することにつながるように、課題の表現の仕方を吟味する。最終
的に「要するに、この地域は～の地域だ。」、「つまり、この時代は～の時代だ。」といった理
解につながる単元を貫く課題を設定する。 
♦ 単元を貫く課題は、例えば、「全国的に見て、各産業に占める中部地方の割合が高いのは
なぜだろう。」、「二度と世界大戦を起こさないという不戦の決意をしたにもかかわらず、二
度目の世界大戦が起きてしまったのはなぜだろう。」など、子どもの知的好奇心に訴える課
題が望ましい。 
♦ 知識を概念化する過程で、「社会的な見方・考え方」を意識させる。「社会的な見方・考え
方」とは、「課題を追究したり解決したりする活動において、社会的事象の意味や意義、特
色や相互の関連を考察したり、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて構想した
りする際の視点や方法」である。「位置や空間的な広がり」、「時期、推移」、「政治、法、経
済などに関わる様々な視点（概念や理論）」などの視点や、比較、分類、関連付け、総合な
どの方法を通して、様々な知識を結び付けて知識の概念化を図ることができるように、発問
や資料提示の工夫等が求められる。 

単元で学習した知識を関連付けて、学習した地域や時代の特色を概念的に理解している 

知識・技能を概念化する 

学習した地域、時代な
どの特色を理解する
ことにつながるよう
に、課題の表現の仕方
を工夫する。 

それぞれの時間のまと

めを蓄積できるよう

に、ワークシートの構

成を工夫する。 

それぞれの時間で学習
した事象を因果関係な
どで関連付けて、課題
についての自分の考え
をまとめる場面を設け
る。 

課題解決の場面で 課題把握の場面で 課題追究の場面で 
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